
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご坊さんだより 
桑名別院 本統寺 

月 

第３０号 

 

発行所：桑名別院 

発行人：長澤隆司 

院
議
会
開
催 

さ
る
４
月
30
日
、
別
院
聞
光
殿
を
会
場
に
「
二

〇
二
四
年
度
桑
名
別
院
院
議
会
（
通
常
会
）」
が

開
催
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
、
本
年
度
よ
り
院
議
会
議
員
（
門
徒

議
員
）
の
任
期
満
了
に
よ
る
改
選
が
あ
り
、
本
議

桑
名
別
院 

会
第
一
号
議
案
で
は
そ

の
改
選
に
伴
う
常
議
員

（
門
徒
議
員
）
の
互
選
に

つ
い
て
審
議
ま
し
た
。 

つ
づ
い
て
、
第
二
号
議
案

で
は
、
別
院
維
持
会
費
の

割
当
に
つ
い
て
、
そ
の
基

準
を
第
４
回
（
二
〇
二
二

年
実
施
）
門
徒
戸
数
調
査

結
果
に
よ
る
門
徒
指
数

に
移
行
す
る
主
旨
の
議

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
く
第
三
号
議
案
は

前
年
度
の
事
業
と
決
算

の
報
告
、
第
四
号
議
案
は
本
年
度
の
事
業
と
予

算
案
の
審
議
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

以
上
、
全
四
案
件
の
全
て
の
議
案
が
全
会
一

致
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、『
三
重
教
報
』
第
86
号
に
て
お
伝
え
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

さ
る
５
月
８
日
、
震
災
の
あ
っ
た
現

地
の
復
興
支
援
に
お
役
立
て
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
桑
名
別
院
列
座
の
一
同

よ
り
義
援
金
を
輪
番
に
お
渡
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

引
き
続
き
、
桑

名
別
院
で
は
被

災
地
の
復
興
を

願
い
、
救
援
金
箱

の
設
置
を
し
て

お
り
ま
す
。 

さ
る
５
月
21
日
、
永
代
経
の
懇
志
を
昨
年
度
に
お
い
て
お
納

め
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
と
共
に
永
代
経
の
お
紐
解
法
要
を
お

勤
め
い
た
し
ま
し
た
。 

【
永
代
経
】
と
は
有
縁
の
亡
き

方
を
ご
縁
と
し
て
お
経
を
い
た
だ

き
続
け
る
仏
事
で
す
。
桑
名
別
院

で
は
、
永
代
に
わ
た
っ
て
毎
年
の

ご
命
日
に
ご
案
内
と
読
経
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
～ 

本
来
巻
物
で

あ
る
経
典
の
紐
を
解
く
（
読
経
を

い
た
だ
き
始
め
る
）
仏
事
が
【
お
紐

解
法
要
】
で
す 

～ 

● 

「
第
58

回 

桑
名
別
院 

暁
天
講
座
」
に
つ
い
て 

来
月
７
月
14
日
～
18
日
の
５
日
間
、
早
朝
６
時

20
分
～
７
時
30
分
ま
で
、
桑
名
別
院
に
て
暁
天
講
座

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
朝
食
（
パ
ン
と
飲
み
物
）
付
。 

本
年
の
講
師
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
お
仕
事
や

お
出
か
け
前
に
ぜ
ひ
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。 

当
講
座
の
聴
講
料
は
五
百
円
。
５
回
分
の
聴
講
回

数
券
は
二
千
円
で
す
。
聴
講
回
数
券
の
み
、
お
近
く
の

真
宗
大
谷
派
寺
院
、
ま
た
桑
名
別
院
に
て
事
前
に 

お
求
め
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

当
日
会
場
の
受
付
に
て
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

聴
講
回
数
券
は
共
有
で
の
使
用
が
可
能
で
す
の

で
、
有
縁
の
方
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
ご
予
定
く
だ
さ
い
。 

 

門徒議員への委嘱状伝達の様子 



                                        

 

 

 

  

 

 

 

慧日院厳量(大谷勝信)の御命日法要です。真宗大谷派連枝
として、桑名別院住職に 1887 年就任。1951 年逝去。 
 

◇ 晨朝（おあさじ） 毎日午前７時～ 

◇ 祥月経      毎日午前９時～ 

毎月 13、28 日は午後 1 時～、31 日は前日に兼ねます。 

加えて今月は、26 日は午後１時～、８日は前日に兼ねます。  

 
 

◇ お夕事          毎日午後４時～ 

◇ 御命日のお参り  

先門首  13 日 / 親鸞聖人  28 日 
 

 
 

◆ 
 
 
 

 

 
 

◇  御歴代御正当  
 
６月１８日(火) 存如上人 第７代 

 

 

◇ 慧日院殿御命日（御正当）    
６月２５日(火) 午後１時 逮夜 

  ２６日(水) 午前７時 晨朝 午前９時 日中 

 

  
 

 

◇ 人生講座   会費 500 円 
  ６月２日（日）   午前 7 時～8 時 

講師  西寺 浄帆 氏          
(伊勢市 本覺寺 坊守） 

 

 
 
◇ 同朋の会 【正信偈のことばにふれる④】 

６月７日（金）午後１時～３時 会費 500 円 

講師 長澤 隆司 

     （桑名別院 輪番） 
 

    
◇ 桑名別院法話のつどい  

６月１３日（木） 午後 1 時～3 時 

講師 伊藤 英基 氏 
      （四日市市 本誓寺 住職） 
 
◇ 桑名別院法話のつどい  

６月２８日（金） 午後 1 時～3 時 

講師 荒木 智哉 氏 
       （朝日町 西光寺 衆徒） 

◇ 晨朝法話  
毎朝 午前７時 法話 別院列座 

   （１3 日、28 日の御命日は輪番） 
 

桑名別院 本統寺 

三重県桑名市北寺町４７番地 

 

※毎月第一金曜日開講。次回は第二金曜日です。 

※ 次回 ７月５日（金）午後 1 時～3 時 

 

  
 
 

※毎月第一日曜日開講。次回は第二日曜日です。 

７月７日(日)、講師 訓覇 浩 氏 (菰野町 金藏寺 住職) 

 

 

 

法話（又は講演）のご案内 法要（お勤め）のご案内 

他の時間に祥月経をご希望の方、 
または年忌等、各種お参りをご希望の方は 
寺務所までお問い合わせください。 
 

前 日：午後 1 時より逮夜  
御命日：午前 7 時より晨朝、午前 9 時より日中 

 

 夏の御文（げのおふみ）  

６月２７日(木)、２８日(金)  午前１時～ 
 

 

    

夏の御文は、蓮如上人がお亡くなりになる前年の明
応７年(1498 年)５月から６月にかけて書き遺された４
通の『御文』を拝聴し、信心の大切さをいただき直す仏
事です。２８日は拝聴後、法話があります。 
 

前 日：午後４時より逮夜  
御命日：午前 7 時より晨朝 兼 日中 
 

お 知 ら せ 

◆ 桑名別院 事務員(アルバイト)募集について 
・詳しくは前号をご覧ください。（ホームページから確認できます） 

 

奉 仕 活 動 の ご 案 内 

◆  真宗公開講座    

６月８日(土) 【開 場】午後１時半  

【開 演】午後２時  【終 演】午後４時 

【会 場】農業屋コミュニティ文化センター（松阪市） 

【講 師】藤場俊基氏（金沢教区常讃寺住職） 

【聴講料】５００円（当日券もございます） 
 

 記念品あり 

◎ 清掃奉仕 (桑名別院婦人会) 
６月１２日（水）９時より 

堂内の清掃、境内の草刈り等。 

持ち物は自由です(別院に道具あります) 

どなたでもお気軽にご参加ください。 

 

 


